
 

 

高須地区社会福祉協議会 会則 
 
（名称） 

第１条 この会は、高須地区社会福祉協議会（以下「本会」という。）と称する。 

 

（区域） 

第２条 本会の区域は、旧高須小学校区（町内会・自治会）を区域とする。 

 

（目的） 

第３条 本会は、この地区における住民参加による地域福祉活動を推進し、福祉に関する 諸問題を地

域社会の計画的・協働的努力によって解決する組織として、住民が安心して 暮らせる福祉のコミュ

ニティづくりと地域福祉の推進を図る。 

 

（事務所） 

第４条 本会の事務所は、海津市海津町平原１４０４番地「和の家」に置く。 

 

（事業） 

第５条 本会は、第３条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 （１）福祉に関する住民要望及び地域課題の把握 

 （２）福祉制度及び福祉意識の普及・啓発活動 

 （３）住民による声かけ、見守り運動の展開 

（４）支援・援助活動の推進 

（５）海津市社会福祉協議会の事業への協力 

 （６）その他、目的達成のため必要な事業 

 

（会員） 

第６条 本会の会員は、高須地区に居住する住民と、高須地区を拠点として活動する団体等で構成する。 

 

（理事） 

第７条 本会に次の理事を置く。 

 （１）会長    １名 

 （２）副会長   ２名 

 （３）会計    １名 

 （４）書記    １名 

 （５）部会長   ５名程度 

 （６）ブロック長 ５名程度 

（７）理事    ５名程度 

２ 理事の任務は次のとおりとする。 

 （１）会長は、本会を代表し、会務を総理する。 

 （２）副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。 

 （３）理事は、理事会を組織し、会務の運営及び事業の遂行にあたる。 

 （４）会計は会計事務を処理する。 

 （５）書記は本会の議事録等必要な書類を作成、整理する。 

 （６）部会長は部会を開催し、部会活動を統括する。 

 （７）ブロック長はブロック活動を統括する。 

３ 理事の選出方法は、次のとおりとする。 

（１） 会長、副会長、会計、書記、事務局長は理事の互選とし、代議員会が承認する。 

 （２）理事は、別表に定める区分の代議員の中から選出する。 

 

 

 



 

 

（代議員） 

第８条 本会の総会は代議員制で行うため代議員をおく。 

２ 代議員の任務は次のとおりとする。 

 （１）代議員会を組織し、第１５条に定める事項を審議、決定する。 

 （２）いずれかの部会に所属し、部会活動を行う。 

 （３）本会の活動と選出組織との連携を図る。 

３ 代議員の選出方法は次のとおりとする。 

（１）代議員は、別表に定める選出区分により、会員のうちから選出し、８０名以内する。 

 （２）自治会の場合は、当該の自治会長が指名する。 

 （３）団体の場合は、当該の団体の互選とする。 

 

（監事） 

第９条 監事は、代議員の中より選任し、会長が委嘱する。 

（１） 監事は、他の理事と兼務することは出来ない。 

（２） 監事の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。補欠による理事の任期は、前任者の残任期

間とする。また、次期の理事が代議員会で選任されるまでは、引き続き任務を遂行するものとする。 

（３） 監事の任務は、本会の業務及び会計に対し、独立性を持って基準への適合性を監査する。 

（４） 指摘事項は、客観性証拠で行ない、その重大性にランクづけをしても良い。 

（５） 重大な指摘事項が見られた場合は、当該監督機関への報告を行なう。 

（６） 是正が必要な場合は会長にその要求を行ない、是正確認を行う。 

（７） 監事は、理事会に参加し発言できるが、議決権はない。 

 

（顧問） 

第１０条 本会に顧問を置くことができる。 

２ 顧問は必要に応じ、理事会の承認により会長が委嘱し、会の運営に参与する。                   

 

（理事及び代議員の任期） 

第１１条 理事及び代議員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。補欠による理事の任期は、前任

者の残任期間とする。 

２ 理事は、次期の理事が代議員会で選任されるまでの間は、引き続き任務を遂行するものとする。 

 

（事務局員） 

第１２条 本会の事務を処理するため事務局員を置く。 

２ 事務局員は若干名とし、理事会が推薦し、代議員会が承認する。 

３ 事務局員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。補欠による事務局員の任期は、前任者の残

任期間とする。 

 

（会議） 

第１３条 会議は、理事会および代議員会とする。 

２ 理事会は会長が招集し、議長を務める。 

３ 代議員会は会長が召集し、議長は代議員の中から選出する。 

４ 会議は、定数の過半数の出席により成立し、出席者の過半数以上の賛成によって決する。可否同数の場

合は議長が決する。 

５ 会議の議事録を書記が作成し、関係者に周知する。 

 

（理事会） 

第１４条 理事会は、次の事項を審議執行する。 

（１）代議員会に付議すべき事項 

（２）本会の事業運営に関する事項 

（３）その他会長が必要と認めた事項 

 

 



 

 

（代議員会） 

第１５条 代議員会は、次の事項を審議し決定する。 

 （１）事業計画並びに収支予算 

 （２）事業報告並びに収支決算 

 （３）理事の選出に関する事項 

 （４）諸規定の制定及び改廃に関する事項 

 （５）その他、会長が必要と認めた重要事項 

 

（部会及び委員会） 

第１６条 第５条の事業を円滑に推進するため、本会に部会及び委員会を置くことができる。 

２ 会議の招集及び議長は担当理事が行う。 

 

（会計） 

第１７条 本会の経費は、次の収入をもってあてる。 

 （１）海津市社会福祉協議会助成金 

 （２）その他の収入 

２ 会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 

 

（報告） 

第１８条 会長は、毎年度の事業計画及び予算、事業報告及び決算等を海津市社会福祉協議会会長に報告す

るものとする。 

 

（その他） 

第１９条 この規約に定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附則 

１、この会則は、平成２２年４月１７日から施行する。 

２、設立初年度の役員は第６条第１項の規定に関わらず、１３名とする。 

３、設立初年度の役員及び代議員の任期については第８条の規定に関わらず、平成２３年３月３１日までと

する。 

４、この会則は、令和元年５月２５日から施行する。 

５、この会則は、令和３年５月２９日から施行する。 

６、この会則は、令和６年５月２５日から施行する。 


